生体用Ti-Zr-Nb系準安定合金の開発と評価 by 伏 傑 & Fu Jie
Development and characterization of biomedical










氏 名           伏 傑 
学 位 の 種 類             博 士 （ 工学 ） 
学 位 記 番 号          博 甲 第   ７５５１  号 
学位授与年月日          平成２７年 ９月２５日 
学 位 授 与 の要 件          学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科          数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
     Development and characterization of biomedical Ti-Zr-Nb based metastable alloys  
（生体用 Ti-Zr-Nb系準安定合金の開発と評価） 
      
主 査   金  熙榮    筑波大学教授                   工学博士 
副 査   古谷野 有    筑波大学准教授                  工学博士 
副 査   谷本 久典   筑波大学准教授                  工学博士 
副 査   宮崎 修一    筑波大学特命教授                工学博士 
副 査   御手洗 容子  物質・材料研究機構グループリーダー 博士(工学) 
 




















で超弾性が発現した。Sn 添加により超弾性特性は向上し、Sn を 2at.%以上添加した合金では 6%の大き
な超弾性回復歪みが得られた。特に Ti-18Zr-11Nb-3Sn 合金は 500 回の負荷・除荷サイクル試験におい




みの方位依存性を求めた。さらに、再結晶集合組織は Sn 添加により変化することを見出した。Sn を添加




Ti-18Zr-Nb-Sn合金にMo と Nを添加した 5元合金、6元合金を作製し、相安定性、内部組織、集合































 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
 
 
